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天 界
第百八號　　（第十巻）　昭和五年三月

　　　　　　　　ど

太陽ごは何んなものか
米國スミソン學院天文墓長

　アボト博士

　太陽は直々865000マ■　？vの球であって，地球より332800倍も

重く，水より1倍41も濃く，距離は92900000マイノンある・其の

表面は，望遠鏡で月や火星を見tz場合のやうな一定の形を持つ

目標らしいものは無くて，只，見えてみるものは誠に淡くはか

ない多くの斑点に過ぎない・しかし一度び此の太陽面上のもの

の大きさを想ひ起すに及んでは，此等の濃淡さまざまの微細な

点々も，一つ々々皆我がラ’キサス州ぐらゐあるのに驚く，此等

のつまらなささうな斑点のほかに，時々，又，黒点こいS、ものが

現はれる・此の黒点は太陽の上層にある渦巻きであるこごが証

明された此等の黒点は磁性を持つみるのでp其の敷がほゴ十

一年毎に増減するご共に地球の磁氣や電氣の現象が影響される．

　入の知る如く，太陽は莫大な輻射光線を登射してみて，其の

波長は，眼に見ゆる光りのすつご紫色外D部分から叉赤外の遠

くまでに至る廣い範團にわすこってみる，此の大範園にひろがる

スペクトノレの各波長についてエナ1ジ1の分布を比べて見るご，

丁度，擶氏の羅封6000度の温度を持つ理想的放射体ノ）スペクト

ノソ分布によく似てみる・

　適當な髪麗で太陽光線のスペクトノンを作って見るS，多くの
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下線が横切ってみるのが見えるが，此等は，我が地球上に見出

される化學元素の殆んご総てが太陽にも存在するこごを物語

る・實際，吾々の知らない元素が太陽にあるなざこいふ証擦は

少しも無い・しかしジ1ンス氏の説では，太陽の中心に，ウラ

ニウムよbも原子量の重い幾種かの元素があるこいふ．ごにか

く，太陽表面でさへ，其の温度が，吾人の知ってみる総ての物

質が氣体になって了うよりも遙かに高いのだから，何ご言って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボロルも，此の大きい太陽全体は白熱されたガス球に違ひなからう・

此うしナこ考へは，少なくこも太陽の表面層については，今日一

般に信じられてみる・深い内部については，ジ1ンス博士が，

敷理上，及び，観測上の証嫁から，恐らく40000000度以丘の高

温度であるに拘らず，そこは大輔な厘力があって，中心部は液

体になってみるだらうご言ってみる・

　此の説の大略を了解するためには，物質の構造に關する最近

の黒藻見を知る必要がある・第十九世紀中は，物質が（固体で

も液体でも平体でも皆）多くの分子から出來てるて，此の分子

こいふのは，其の物の文學的性質を根本的に憂へないで分ち得

る最小部分だこ思はれてるた・例へば，一片の氷も，一杯の水

も，一管の蒸氣も，皆，水の分子から出來てるるのであるが，

更に一歩を進めて，此等の何れかを細かぐ分割するこなれば，

それは最早や水でなくなって，酸素ご水素の原子になって了う。

一分子の水は酸素一原子ご水素二原子こから出來てるるのだか
ら．

　固体や液体では，多くの分子が密に集合してみるから，各分

子が相互に運動の自由をひゴく束縛され，歴ヵを写れに與へて

も，大して牧縮しない抵抗力を持つ・こころが，氣体では，各

分子が普逓の場合に，各自の直径に比べて大きい距離に離れて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばつみて，あらゆる方向に，動きまはり，衝突したり反刀したりす

る．罪体を入れてみる容盟の壁に及ぼす三体り一丁こいふのは

振うしナこ分子の衝激によるのである・分子の敷は大きい．普通
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海面で，室二一立方センチの中には27000000000000‘）O｛）OGO個の

分子がある・尽れが若し液体ならば，一立方センチ中の分子の

敷は更に幾倍するほざ多い・

　物の「温度」ごは分子相互間の運動の激しさを言ひ表はす言

葉である・勿論，吾々が温度を志するのは，吾々の肉体の域鯛

面に當る此等の分子の激突によって起る・一定の温度を有つ氣

体では，脳力が増すに正比例して容積は減するのであって，從

って，歴力ご容積この積は，温度（四一0度から測った）に正

比例する・敷解式で言へば即ち，

　　　　　　　　　　　　PV＝一R’r

但し，Pは塵力，　Vは容積，　Tは絶封温度，　Rは一つの恒敷であ

る．

　此等は総て西暦1900年以前によぐ知られてみたものであっ

fこ．しかるに，丁度此の頃になって，分子を形ち作ってみる原

子こいS、ものが，決して物質を分ち得る最後のものでないらし

いこいふ事が知れて來た．原子は其れ自身銑に可なり複：雑な構

造のものであって，今の吾々が皆知ってみる告ぐ，二種（只二

種類だけ）の要素から出來てるる・此の二種こいふのは，即ち

軍位電炉量のこざであって，一つは正，他は負で，数は常に等

しく，T陽核」及び「電子」こそれ々々呼ばれるものである・水

素原子には，此の二種のものの各々一つづつが在り，叉，他の

化學原子では，此等の敷が原：子量ご共に増すものである・しか

し一般に完全な原子では，如何に其れが多敷の場合でも，常

に同県の郷蔵S電子Sに重れてみる・

　一つ乃完全な水素分子が占めてみる室間の軍陣は，凡そ0・00

り00001センチ，叉，陰電子一つは凡そ0．9COOOOOOOOOO2センチ

ご推1算：される・陽核の宇径は其れのまだ2000H．の一ぐらゐで，

即ち，凡そO．0000000000000001　leンチである．此等の大きさか

ら判貸するご，若し水素の分子や，其の他の，もつご複雑な組

織の氣体の分子が，原子に分れ，叉更に其れよりも元の陽核や
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電子に分れて了へば，此等の一つづつは，運動の自由さを失は

ないで居て，しかも非常に小さい容積内に歴迫されるこごこな

る．あたかも黙れは一軒置移動家屋を，一まこめにして運搬す

るために，小さく確いて了うやうなものである・若し此の原子

をまだ々々辞くこごが出來て，室間を最も廣く占めてみる外部

構造を破壊するこごが塩煮るならば，此等はもつご小さぐ塵縮

されて，しかも氣体の運動の自由は少しも失はれない筈であ
る．

　氣体の中の最も雄蘂な水素ご情痴にバリウムやランタナムや

ウラニウムなごのやうな原子量の大きい元素が取扱はれるこい

ふのではない．此等の重い原子の構造は實に複雑である．中心

には0．000000000001センチほこの雫径以内に，総ての追立ご，

電子の心祝数ごを皆歴縮して蓄へた極めて小さい核を有ち，此

の核は，外側にある電子のために幾多の作用球に取り窓かれて，
　　　　　　　から
あたかも幾重に殼で團まれてるる形である．此の最も外側の殻

は，核の直径の大きさの約100DOO倍ほこの大きさにも當ってみ

るだらう．

　此等の殼は全く電子で充満してみるのか，或は左檬でないの

か・ごにかく，大原子によぐあるやうな六つの殼を完全に充満

させるには，内から外へ順に2個，8個，8個，18個，18個～32個

のそれ昏々の電子が並んで居なければならない・此等，電乎の

ある殼が皆完全に充満されだ場合は，例へばヘリウム，ネオン・

アノレゴン，クリプトン，クセノン，ラドンなごの場合に色色す

るのであって，即ち，此等はそれ緊々2個，8個，8個，18個，18

個，32個の自由電子を有ってみるが，皆此等は晒鯨的には不活

濃な理体である・カノレシウムは20個の自由電子を有ってみるけ

れご，3重の内殻を全ぐ充たした後に，2個の電子が余ってみる

ので，此の原子債は2である・即ち，換言するご，此のカノレシ

ウム原子の一つつつは，各々二っづっの旧債原子（例へば盆素

の如き）ご結び付いて，分子を形成するこごになる．だから，
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例へばρaCI2こいふのは笠化カノレシウムを表はす符號である・

ざころが，ナトリウムは11個の自由電子が二つの内殼を充だ

し，其の1個だけが残ってみるから，即ち軍儂原子であって，

從って，準常の食卓に用ゐられる食盈NaC1を形成する・

　高い温度や，高々の放電の場合には，原子の殻は，最も外側

のものから破れ始め，其の結果，電子の幾つかは逃げ出さうご

する．之れが即ち電難こいふ現象であって，かうして引き裂か

れπ原子の残部を電離した原子ご言ふ・太陽や恒星の内部のや

うな高い温度にあっては，此の電離現象が盛んに行はれてる

る．　（未完）

宇宙論を引込めた

デカ7v　5の話
教授　矢　島　鮎　利

　デカノレトは一六三三年に『宇宙論』（Tr謡e　du　mOIlde）こいふ

講義をまさに出版するSころであった・だが，ガリV6が地動

説の斜めに宗漱裁判に引張り出されたこごを聞いたので，これ

を見合せた・そのなかにはコペノレニクスの宇宙説が書いてある

からである・

　デカノV　1・はコペ7V・＝クス説をその禮系のなかに取り入れ「地

が動くこいふ説がもし誤ってみるならば，私の哲學の基礎もま

把こごこごく誤ってみなければならない・」Sもいった・この書

の出版を見合せた代りに，四年ののち『方法論』一ぐはしく

いへば『科學の理論を正しく導き眞理を求める方法の論』一．

を書いだのである．

　さきに宇宙論を引込めtzこSについて，「方法論」第六部のは


